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施行方式・事業主体・施行区分の検討

有料事業許可

供 用

＜取組みの充実内容＞

・地方公共団体からの意見 （施行方式への意見）

・高速会社からの意見 （有料事業投資への意向）

・第三者委員会からの意見（事業主体・施行区分への意見）

・事業進捗情報の公表 （直轄が毎年度公表）

・事業評価の責任分担の明確化（直轄がとりまとめを実施）

・有料投資額の管理

投資額の変更（約1割以上）が見込まれる場合、事業評価部会の意
見を再聴取

※3年毎及び事業費の増加が見込まれる場合は再評価を実施するこ
ととなっている

［社整審 道路分科会 事業評価部会］

・大都市圏の環状道路など、周辺ネットワークを有効に活用するために有料とすることが望
ましい一般国道において、有料道路事業を活用するに際しては、今後、事業の責任分
担やプロセスを明確化するための取組みを充実する

一般国道での有料道路事業の活用に際しての取組みの充実について

H23.5.27 社会資本整備審議会 道路分科会 第3回事業評価部会 資料抜粋
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・第三次救急医療施設への速達性の向上により、救急搬送などの救急医療活動を支援
・安定した物流網の構築により、地域経済を牽引し、日本の経済安全保障に資する半導体関連企業等の産業活動を支援
・交通拠点からの高速性・定時性向上により、周遊性の高い道路ネットワークを構築し、観光産業の活性化を支援

一般国道５７号 中九州横断道路（大津西（仮称）～下硯川）の事業概要
お お づ に し しもすずりかわなかきゅうしゅう お う だ んどうろ

１．事業概要

・計画交通量 ： 約14,100～22,200台/日

図２ 事業位置図

熊本県菊池郡大津町大字杉水

～熊本県熊本市北区下硯川町

・起終点：

・全体事業費 ： 約2,105億円

・延 長 等： 16.7ｋｍ

（第1種第3級、4車線、設計速度80km/h）

２．課題

・第三次救急医療施設が立地していない阿蘇地域では、管外搬送件数のうち約４割が熊本市内の第三次救急医療

施設へ搬送。国道５７号の交通渋滞に

巻き込まれ、搬送に時間がかかってお

り、速達性の確保が課題。 （図３、４）

①第三次救急医療施設への速達性が低い

図４ 第三次救急医療施設への搬送ルートと旅行速度（混雑時（朝ピーク））
出典：ETC2.0プローブデータ（R6.10_7～8時台）、ヒアリング結果（R6.11）

図３ 阿蘇地域の搬送件数（R5）
出典：阿蘇広域行政事務組合消防本部提供資料

【阿蘇地域】阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村

③観光施設への高速性が低い

・阿蘇地域は県内第１位の観光客数を誇り、約６割が県外からの来訪者。熊本駅等のゲートウェイからの来訪時は、

国道５７号の交通渋滞によりアクセス性が低く、高速性・定時性の確保が課題。（図７、８、９）
【阿蘇地域】阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村、西原村

図６ 半導体関連の製品・部品等の出荷ルート
出典：九州半導体関連企業サプライチェーンマップ_経済産業省九州経済産業局（R4.3）

ヒアリング結果(R6.11)

図９ 熊本駅から阿蘇地域へのルート
出典：R5阿蘇くじゅう観光圏整備計画、R4熊本県観光統計

図７ 阿蘇市の観光客の内訳（R5）

出典：阿蘇市役所観光課提供資料

図８ 熊本駅～阿蘇市役所の所要時間のばらつき
出典：ETC2.0プローブデータ（R6.10_昼間12時間）

効果３ 高速性・定時性向上による観光産業の活性化を支援 【◎】

・観光施設への移動時間短縮により、周遊性の高い道路ネットワークを構築。

○熊本駅～阿蘇市役所の所要時間 【現況】102分 ⇒ 【整備後】63分 （約39分短縮）

効果１ 速達性の向上による救急医療活動の支援 【◎】
・第三次救急医療施設への搬送時間短縮により、地域で生活が営める環境を維持。

○大津町役場～熊本医療センターの所要時間 【現況】 67分 ⇒ 【整備後】46分 （約21分短縮）

・交通・物流拠点へのアクセス性向上により安定した物流網を構築。

効果２ 輸送効率の向上による産業活動の支援 【◎】

○企業集積地※～熊本港の所要時間 【現況】101分 ⇒ 【整備後】36分 （約65分短縮）

３．整備効果

※熊本中核工業団地 （合志市、菊陽町、大津町の企業集積地のうち最東部の箇所）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より【現況】現道利用ルート【整備後】事業中含む中九州横断道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より【現況】現道利用ルート【整備後】事業中含む中九州横断道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より【現況】現道利用ルート【整備後】事業中含む中九州横断道路利用ルート（設計速度80km/hで算出）
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※1 国道57号を非混雑時旅行速度で移動した場合の移動時間
※2 熊本中核工業団地 ※3 国道57号を対象とした移動時間ロス

図５ 企業集積地※2～熊本港の移動時間ロス※3
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全国へ輸送。国道５７号の交通混雑により円滑な物流

交通等を阻害。 （図５、６）
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一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（金沢～戸塚）の事業概要

２．課題

１．事業概要

しゅとけん ちゅうおう れんらく じどうしゃどう かなざわ とつか

３．整備効果
・起終点：神奈川県横浜市金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市戸塚区汲沢町

・延長等：8.9ｋｍ
第1種3級 6車線、設計速度80km/h

・全体事業費：約7,920億円（前回：5,820億円）
・計画交通量：約12,500台～約56,000台／日

普通貨物小型貨物乗用車

約2,700台/日
～約19,100台/日

約1,200台/日
～約4,600台/日

約8,600台/日
～約32,300台/日

※計画交通量は、H27年道路交通センサスに基づく推計値 図２ 事業位置図
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②広域交通ネットワークに空白地帯が存在

２．課題

①物流輸送時間の定時性低下

横浜港

東京港

川崎港

京浜港

横浜町田ＩＣ

圏央道

厚木ＩＣ

東京湾

相模湾

事 業 中 区 間

凡例

高 速 道 路 ( 未 供 用 )

6 車 線

4 車 線 以 下
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最も交通量が多い区間
（約1,456百台/日）

【保土ヶ谷バイパス】
全国で最も

交通量が多い道路
（約1,567百台/日）

図５ 背後圏の広域交通ネットワークの現状

圏央道 金沢～戸塚）

・横浜港は貿易額及びコンテナ取扱量が全国で 3

番目に多く、国際コンテナ戦略港湾として、コンテ

ナふ頭の再編・強化や先進的な施設整備の推進

等、国際物流機能の強化が図られている。

・一方、背後圏の交通ネットワークは、東名高速や

保土ヶ谷バイパスに交通が集中していることか

ら、物流の定時性に課題がある。

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 昼間12時間交通量

・神奈川県の東西方向の交通は、東名高速道

路、保土ヶ谷バイパスが1本で担っているため

慢性的に渋滞が発生している。

・また、神奈川県の観光入込客数は、近年横ば

い傾向にあり、中でも三浦半島地域は伸び率

が小さく、観光客の滞在時間が短いことが課

題となっている。
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横浜・川崎地域

三浦半島地域

湘南地域

箱根・湯河原地域

丹沢・大山地域

相模湖・相模川流域

図６ 三浦半島地域の観光入込状況
出典：神奈川県資料（平成30年度実績）

（※三浦半島地域：横須賀市、逗子市、三浦市、葉山町）

※平成11年の観光入込客数を
1とした場合の伸び率

３．整備効果

効果１ 物流効率化に支援 [◎]
・圏央道（金沢～戸塚）の整備により、横浜港を含む京浜港と背後圏の広域交通ネットワークが形成

され、交通分散が図られることで輸送時間の短縮、定時性向上等の物流効率化に期待できる。

・新東名高速道路（海老名JCT～御殿場JCT）や港湾整備と相まって、産業の活性化に期待で

きる。

効果２ 東西方向のネットワーク強化・三浦半島地域の活性化に期待[◎]

図７ 将来の背後圏の広域交通ネットワーク

・圏央道（金沢～戸塚）の整備

により、神奈川県の東西軸

の複線化が実現し、東名高

速道路、保土ヶ谷バイパス

の混雑緩和に期待できる。

・広域交通についても東西

方向を中心に円滑性、定

時性の向上が図られ、広

域周遊ルートの移動円滑

性に期待できる。

・さらに、豊富な観光資源を

有する三浦半島へのアク

セス性が強化され、更なる

地域活性化に期待できる。 図８ 神奈川県を通過する東西道路ネットワーク

※1）平成22年8月、「民」の視点の港湾運営、コスト低減策、国内貨物の集荷策などの具体性、計画性、
実現性など今後の伸びしろを重視する選定基準により、国際コンテナ戦略港湾として阪神港及び
京浜港を選定

※2）世界最大級のコンテナ船にも対応できる、国内唯一の大水深・高規格コンテナターミナルであり、
国際コンテナ戦略港湾の中枢的な施設
https://www.pa.ktr.mlit.go.jp/keihin/business/honmoku-mc3/index.html

横浜町田ＩＣ

厚木ＩＣ

海老名JCT

圏央道

横浜港

東京港

川崎港

京浜港

圏央道経由の
ルートで分担

凡例

6 車 線

4 車 線 以 下

交通転換

豊富な観光資源を持つ
三浦半島への
アクセスが強化

東西道路ネットワークが
複線化

狩場
IC

甲信越・東北方面方面
（圏央道経由）

関西・中部方面
（東名経由）

羽田・成田空港方面
（首都高湾岸線経由）

千葉・房総方面
（アクアライン経由）

圏央道 金沢～戸塚）

圏央道 金沢～戸塚）

城ケ島公園※

三浦海岸海水浴場※

ソレイユの丘※

※：三浦市観光協会ＨＰ

・広域交通ネットワークの形成により、輸送時間短縮や定時性の向上等、物流効率化に期待
・神奈川県の東西ネットワークが強化され、広域周遊ルートの円滑化、三浦半島地域の活性化に寄与

かながわけん よこはまし かなざわく かまりやちょう

かながわけん よこはまし とつかく ぐみざわちょう

海老名
JCT
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出典：全国輸出入コンテナ貨物流動調査（H30）
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）

輸入
輸出
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輸出

図３ 貿易額上位5港 図４ コンテナ取扱量上位5港

約12兆円 約260万トン

3

京浜港

国際コンテナ
戦略港湾※1)

横浜港

東京港

川崎港

横浜港南本牧ふ頭地区国際
海上コンテナターミナル整備

H19～R7年度※2）

：新東名沿線の生産・物流拠点

東北道方面

関越道方面

中央道方面

常磐道方面

東名高速方面

海老名JCT
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0
銚子

（千葉県）

八戸

（青森県）

松浦

（長崎県）

石巻

（宮城県）

枕崎

(鹿児島県)

２．課題

１．事業概要

・圏央道のミッシングリンク解消により、沿線地域のものづくり産業の活性化や競争力強化を支援
・高速ネットワークの概成により、水産業や観光産業を支援し、地域活性化に寄与

・起終点：千葉県成田市吉岡

千葉県山武市松尾町谷津
・延長等：18.5km
(第1種2級 4車線、設計速度100km/h)

・車線数：暫定２車線
・全体事業費：約2,140億円（前回：1,940億円）
・うち暫定整備：約1,860億円（前回：1,659億円）
・計画交通量：約16,000台～約23,700台/日

ち ば な り た きちおか

ち ば さ ん む ま つ お ま ち や つ

普通貨物小型貨物乗用車

約4,400台/日
～約5,500台/日

約1,600台/日
～約2,200台/日

約10,000台/日
～約16,200台/日

○銚子漁港⇒宇都宮中央卸売市場の所要時間

【現況】 177分 → 【整備後】 157分 （約20分短縮）

３．整備効果

【成田空港・圏央道沿線地域
基本計画(H27.4)に位置付け】

①ミッシングリンクの存在による経済活動の停滞

・成田空港の港別貿易額（輸出入の合計額）は日本一を誇り、
輸出額の約２割は精密電子機器。（１．９兆円/年） （図3、図4）

・圏央道沿線の茂原市は、精密電子機器製造品等の出荷額が
千葉県内で最も多いが、成田空港への高速ネットワークの未接
続により物流効率化に課題。（図5）

効果２ 成田空港と中房総以南地域の
観光地のアクセス性向上[◎]

・訪日外国人が期待する自然・景勝地を有する中房総以

南地域へのアクセス性向上により、観光周遊の活性化を

支援。（図12、図13）

効果１ 物流効率化を支援[◎]
・成田空港へのアクセス性が向上し、ものづくり産業の活性化や競争力強化を支援。（図10）

・銚子漁港から北関東や東北方面へのアクセス性が向上し、販路拡大が期待。

水産業の活性化を支援。（図11）

・銚子漁港におけるサバ類の上場水揚額は日本一。築地市場の
千葉県産サバ類の取扱額は年間約4.8億円でシェア１位。（図6、図7）

・一方で、宇都宮市中央卸売市場の取扱額は年間６百万円に留まっ
ており、背後の北関東地域や東北方面への市場拡大、より付加価
値の高い市場選択性が限定的。（図7）

図６ 漁港別サバ類の上場水揚額

（億円）

図２ 事業位置図

ちば けん なりた し きちおか

（起）千葉県成田市吉岡

ちば けん さんむ し まつおまち やつ

（終）千葉県山武市松尾町谷津

けんおうどう

圏央道
たいえい よこしば

（大栄～横芝）
延長18.5km

4車線

成田空港

銚子漁港
多古町

成田市

銚子市
旭市

東庄町

山武市

東金市

千葉市緑区

千葉市若葉区

八街市

佐倉市

印西市

栄町

芝山町

横芝光町

匝瑳市

香取市

酒々井町

富里市

大栄JCT

松尾横芝IC

（主）成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

国道296号IC
（仮称）

N

○成田空港⇒チバニアンの所要時間

【現況】 83分 → 【整備後】 62分 （約22分短縮）

【第２次観光立県ちば推進基本
計画(H26.3)に位置付け】

○茂原市⇒成田空港の所要時間

【現況】 78分 → 【整備後】 54分 （約24分短縮）

凡例

高規格道路

国 道

出典：水産物流通調査（H27）

図７ 築地市場、宇都宮市場における
千葉県産のサバ類の取扱額

出典：宇都宮市中央卸売市場統計年報（H28）、築地市場統計（H28）

築地市場
37.4億円

宇都宮市場
0.6億円

千葉県産
4.8億円（13％）

千葉県産
6百万円（10％）

静岡県

三重県

東京都
その他

東京都

宮城県
宮崎県

図１１ 高速ネットワークの形成

銚子漁港

圏央道
(大栄~横芝) 千葉県

宇都宮中央
卸売市場

高速ネット
ワークを
形成

②広域的な集客力の向上

・千葉県内の観光入込客数は増加傾向
であるが、中房総以南地域においては
ほぼ横ばい。（図8）

・成田空港を利用する外国人客数は
、東日本大震災（H23）以降着実に
増加。（図9）

・圏央道の開通区間は東関東道と未接続
であり、県内観光地の周遊には不利。

図９ 成田空港の外国人
旅客数の推移

出典：成田空港公表資料(外国人の国際線利用者を集計)

航
空
旅
客
数
（
百
万
人
）

着実に増加

図１２ 訪日外国人の
日本観光への期待

出典：訪日外国人の消費動向（平成28年 年次報告書）

日本食 26.0％

自然・景勝地観光
16.4％ショッピング

14.4％

温泉
8.1％

テーマパーク
6.3％

その他 28.8％

図１３ 中房総以南地域への
周遊観光ネットワークの形成

千葉県

圏央道

（大栄～横芝）
たいえい よこしば

けんおうどう

図１ 広域図

図３ 港別貿易額の推移
出典：全国開港別貿易額表（神戸税関）

成田空港

東京港

名古屋港

横浜港

関西空港

貿
易
額
（兆
円
）

図４ 成田空港の輸出内訳
出典：東京税関貿易統計（H28）

輸出額
9.6兆円

精密電子機器が
約２割を占める

電気回路等の機器3.7％

電気計測機器 2.8％

化学製品
（医薬品など）

8.8％

その他の機械類・輸送用機器
（映像機器・通信機など）

15％

その他
39％

原動機 2.3％

事務用機器 2.2％

原料別製品
（非鉄金属など）

6.1％

精密電子機器
19.8％

図５ 精密電子機器製造品等出荷額（千葉県）
出典：工業統計（H26）※電子部品・デバイス・電子回路製造業

（億円）

茂原市
738億円

松戸市
375億円

市原市
298億円

その他
241億円

９９

４２ ３８ ３０ １８

0

5,000

10,000

15,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

図８ 千葉県地域別
観光入込客数の推移

出典：千葉県観光入込調査報告書

観
光
入
込
客
数
（
万
人
）

中房総以南地域

その他千葉県 13,139

4,626

鋸山
（鋸南町）

鴨川シーワールド
（鴨川市）

チバニアン
（市原市）

E14

CA

E6

千葉県

成田空港大栄JCT

木更津JCT

松尾
横芝IC

圏央道
(大栄~横芝)

E14

C4

C4

中房総以南地域

製
造
業

水
産
業

成田空港・圏央道沿線
地域基本計画における
産業の集積区域

成田国際空港

圏央道
（大栄～横芝）

茂原市

図１０ ものづくり産業の支援

企業立地重点促進区域

圏央道沿線の工業団地

千葉テクノグリーンパーク

圏
央
道

東金ＪＣＴ

千葉東金道路

一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（大栄JCT～松尾横芝IC）の事業概要
まつおよこしばたいえい

※計画交通量は、H27一般交通量調査に基づく推計値
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）

起
点

神戸西BP未開通区間で
渋滞が多発（年間９８２回）

・起終点：兵庫県神戸市西区伊川谷町 ～ 兵庫県明石市大久保町
・延長等 ：６．９ｋｍ

（第1種第3級、設計速度:80 km /h（専用部））

（第3種第2級、設計速度:60 km /h（一般部））

・車線数 ：4車線（専用部）、2車線（一般部）
・全体事業費 ：約1,870億円（前回：約1,150億円）
専用部事業費：約1,600億円（前回：約910億円）

・計画交通量：約57,300台／日

ひょうご こうべ にしく いかわだにちょう ひょうご あかし おおくぼちょう

１．事業概要

２．課題

３．整備効果
① 未整備区間による経済活動の停滞

② 交通混雑に起因する交通事故が多発

■神戸西部地域では沿岸部の道路ネットワークに交通が集中し地域のポテンシャルが
十分発揮できていない状況

効果① 物流効率化による経済の活性化
・兵庫県内の人口及び事業所の約半数が
阪神・播磨地域に集中。（図１・２）

・神戸西バイパスは、阪神地域と播磨地
域を連絡する道路の一部であるが、神
戸市永井谷JCT～明石市石ヶ谷JCT間が
未整備。（図３）

・神戸西バイパス未整備区間と並行する
第二神明道路は、交通容量を超過した
交通が発生しており、年間９８２回の
渋滞が発生。（図４）

・第二神明道路は、他の自動車専用道路と
比較して死傷事故率が高く、全国平均の
２倍以上。（図５）

・事故内容では、交通混雑が原因と考えら
れる追突事故が約８割を占める状況。

・第二神明道路は、天候や事故等が原因の通行止・通
行規制が多く、事故等による通行規制時には迂回路が
無いため、並行する一般道に交通が集中。（表１・図
６）

・第二神明道路寸断時は、並行する国道2号が代替ルー
トとなるが、国道2号で著しい渋滞が発生。

効果② 交通事故の削減

効果③ 通行規制時の代替路の確保

・神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）の整備に
より、代替路の確保が可能となり、交通事故
等による第二神明道路通行規制時の一般道の
交通集中が緩和。

第二神明道路
103,668台/日
混雑度：1.46

神戸西バイパス
（永井谷～石ヶ谷）

第二神明道路
64,776台/日

阪神高速北神戸線
28,896台/日

垂水
JCT

神戸西バイパ
ス

7,834台/日

断面交通量：約10万台/日

断面車線数：12車線

断面交通量：約10万台/日

断面車線数：4車線

第二神明道路
82,492台/日
混雑度：0.86

石ヶ谷
JCT

伊川谷
JCT

永井谷
JCT

図３ 兵庫県沿岸部の道路ネットワーク

車線規制通行止め
H27～28

回数時間（ｈ）回数

0221雨

63583事故

1,49571工事

37900故障車

5931その他

2,568406合計

表１ 第二神明道路(名谷～玉津)の規制状況

出典）H27一般交通量調査

③通行規制時の代替性の不足

渋滞発生回数

出典）プローブデータ（通常時：H27.7平均、第二神明道路通行規制時：H27.7.17）
図６ 第二神明道路通行止め時の所要時間の差

出典）NEXCO西日本提供（H27-28）

・阪神地域と播磨地域の間の物流ネットワークが拡充されることで、定時性・速達性
が向上し、物流の効率化に寄与。
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図５ 兵庫県ネクスコ管理道路の死傷事故率

出典）H27一般交通量調査、兵庫県警資料

全国平均（11件/億台km）

(件/億台km)

兵庫県自動車専用道路平均（19件/億台km）

図４ 第二神明道路の渋滞発生状況（平日、7時～19時）

兵庫県製造品出荷額 14.9挑円
（全国５位）

図１ 兵庫県に占める神戸市・
播磨地域関連の割合

事業所数
（242,915店）
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出典）H22一般交通量調査及びH26経済ｾﾝｻｽ

第二神明道路
利用交通

製造品出荷額
（14.9兆円）

神戸市・播磨地域 その他

図２ 第二神明道路（玉津IC
～伊川谷IC）の交通量
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・第二神明道路における渋滞解消による追突事
故の削減に寄与。

・神戸西バイパス開通区間（名谷～伊川谷）で
は死傷事故に占める追突事故の割合が低下。
（図８）

主要渋滞箇所

（伊川谷～明石西）

（千台/日）

H27交通容量 71千台/日

出典）一般交通量調査

交通容量を大きく超過

姫路方面

大阪方面

出典）NEXCO西日本提供（H28）
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図８ 第二神明道路の事故状況

出典）兵庫県警（H27）

渋滞時間2,154時間
(年間、6時～18時)

↓
昼間12時間のうち
６時間渋滞に相当

死
傷
事
故
件
数
（
件
）

死傷事故（事故類型不明） 追突事故 その他事故

姫路港
（国際拠点港湾）

神戸港
（国際コンテナ戦略港湾）
コンテナ取扱貨物量日本２位

東播磨港
（重要港湾）

神戸空港

９件

神戸西BP開通区間（名谷～伊川谷）の
交通事故件数の変化

図７ 兵庫県臨海部の製造品出荷額分布

出典）H22工業統計（一般財団法人経済産業調査会）

H27.7.17 11:50～10:15(約22時間半）
大雨により明石西ﾗﾝﾌﾟ～須磨ランプが通行止め

第二神明道路

若宮

国道２号（第二神明道路の代替路）

明石西

神戸港

姫路港

【平常時】
第二神明道路利用 ６２分

【第二神明道路通行止時】
国道２号利用 ２２７分

神戸港～姫路港の所要時間

国際拠点
港湾

国際コンテナ
戦略港湾

１６５分悪化
国道２号【平常時：26.2km/h】

須磨

【国道２号の渋滞状況】

国道２号には主要渋滞箇所が多数存在し、
第二神明の通行止め時には重大な渋滞が
発生する

【第二神明通行止時：7.2km/h】

神戸西バイパス
（永井谷～石ヶ谷）

一般国道２号神戸西バイパス（永井谷～石ヶ谷）の事業概要

いしがたにながいだに

普通貨物小型貨物乗用車

約22,800台/日約6,300台/日約28,200台/日

※計画交通量は、H27一般交通量調査に基づく推計値

12
約８割が
追突事故
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今回対象
※一部

今回対象
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